
令
和
７
年
練
馬
区
新
年
賀

詞
交
換
会
は
、
１
月
７
日
光

が
丘
体
育
館
（
光
が
丘
４
丁

目
）
で
開
か
れ
盛
大
に
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。

会
場
の
玄
関
前
で
は
、
区

管
理
職
員
ら
が
両
側
に
立
ち

並
ん
だ
。
こ
の
形
式
は
３
年

目
と
な
る
た
め
、
柔
ら
か
な

表
情
で
迎
え
入
れ
て
い
た
。

体
育
館
内
で
は
町
名
ご
と

に
テ
ー
ブ
ル
が
22
設
置
さ

れ
、
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き

た
。
そ
の
他
席
は
５
設
置
で

全
27
。

あ
＝
旭
丘
　
旭
町
　
お
＝

大
泉
学
園
　
大
泉
町
　
か
＝

春
日
町
　
上
石
神
井
　
上
石

神
井
南
町
　
き
＝
北
町

こ
＝
向
山
　
小
竹
町
　
さ
＝

栄
町

桜
台
　
し
＝
下
石
神

井
　
石
神
井
台
　
石
神
井
町
　

せ
＝
関
町
北
　
関
町
東

関
町
南
　
た
＝
田
柄
　
高
野

台
　
高
松
　
立
野
町
　
と
＝

土
支
田
　
豊
玉
上
　
豊
玉
北

豊
玉
中
　
豊
玉
南
　
な
＝

中
村

中
村
北
　
中
村
南
　

に
＝
西
大
泉
　
西
大
泉
町
　
錦

ぬ
＝
貫
井
　
ね
＝
練
馬

は
＝
羽
沢
　
早
宮
　
ひ
＝
氷
川

台
　
東
大
泉
　
光
が
丘
　
ふ
＝

富
士
見
台
　
へ
＝
平
和
台

み
＝
南
大
泉
　
南
田
中
　
三

原
台
　
や
＝
谷
原
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１
月
の
第
１
日
曜
日
の
５

日
、
光
が
丘
地
区
連
合
協
議

会
（
略
称
　
光
連
協
　
会
長

高
原
　
進
）
は
２
０
２
５

（
令
和
７
）
年
賀
詞
交
換
会
を

開
催
し
た
。

会
場
は
、
ホ
テ
ル
カ
デ
ン

ツ
ァ
光
が
丘
の
ラ
・
ロ
ー
ズ

の
間
。
立
食
パ
ー
テ
ィ
形
式

で
出
席
者
は
１
１
５
名
。

詳
細
は
、
練
摩
区
議
会
よ

り
１
名
、
練
馬
区
14
名
、
光

が
丘
消
防
署
１
名
、
同
警
察

署
１
名
、
東
京
二
十
三
区
清

掃
一
部
事
務
組
合
光
が
丘
清

掃
工
場
１
名
。
光
が
丘
四
季

の
香
小
学
校
、
同

春
の
風
小
学
校
、

同
夏
の
雲
小
学
校
、

同
秋
の
陽
小
学
校
、

光
が
丘
第
一
中
学

校
、
同
第
二
中
学

校
、
同
第
三
中
学

校
各
１
名
。
関
連

団
体
等
22
名
、
光

が
丘
住
宅
管
理
組

合
19
名
、
同
防
災

組
織
６
名
、
光
が

丘
団
地
自
治
会
28
名
、
光
連

協
役
員
15
名
。

光連協会長 高原 進氏

練馬区長 前川燿男氏

光
連
協
で
は
１
１
５
名
が
寿
ぐ

和・洋・中華が人気を博した

区
職
員
が
出
迎
え
て

1月13日、練馬区二十歳のつどいを練馬文化センターで開催し、二十歳を迎えた約7,000人のうち、およ
そ3,500人が参加した。式典では、参加者代表の天野 晶仁さんと白根 愛さんが二十歳のメッセージを発表。
「東日本大震災や新型コロナウイルスなどの大きな困難に直面しても立ち向かってきた経験を活かし、積極
的に挑戦したい」、「チャレンジする気持ちや人との繋がりを大切に、新たな練馬区を創っていきたい。」と、
壇上で抱負を述べた。
式典終了後は、ヴァイオリニストの大谷 康子氏（練馬区文化振興協
会理事長）による優雅な演奏を楽しんだ。また、今回新たに区にゆかり
のある著名人からのお祝いメッセージの上映を行った他、区内経済団体
等による協賛品の抽選会も行われ、会場は大いに盛り上がった。
協賛品は、区内外の団体（一般社団法人練馬産業連合会ほか９団体）
等から、「ワーナーブラザース スタジオツアー東京 -メイキング・オ
ブ・ハリー・ポッター」の入場券、ホテルの宿泊券やディナー招待券等。

練馬区20歳のつどいを開催

１
月
14
日
か
ら
、
図
書
館
に

行
か
な
く
て
も
、
ス
マ
ホ
等
か

ら
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
読
書

が
楽
し
め
る
電
子
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
の
運
用
を
開
始
し
た
。

大
人
向
け
に
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
や
実
用
書
、
小
説
な
ど
、
子

供
向
け
に
は
絵
本
や
物
語
な
ど

の
ジ
ャ
ン
ル
を
取
り
揃
え
、
文

字
や
写
真
の
拡
大
、
一
部
の
書

籍
は
、
白
黒
反
転
や
背
景
色
の

変
更
が
で
き
る
ほ
か
、
音
声
読

み
上
げ
が
で
き
る
も
の
も
あ

り
、
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
も

対
応
し
て
い
る
。

対
象
は
、
練
馬
区

内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
練
馬
区
立
図

書
館
利
用
登
録
済
の

方
、
費
用
は
無
料
。

但
し
通
信
料
は
、
自

己
負
担
。
貸
出
数
は
２
点
ま
で
、

貸
出
期
間
は
２
週
間
。
予
約
は

２
点
ま
で
。
書
籍
数
は
、
サ
ー

ビ
ス
開
始
時
点
で
、
大
人
向
け

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
・
実
用
書
・
小

説
な
ど
１
７
８
８
、
子
ど
も
向

け
　
絵
本
、
物
語
な
ど
１
６
６

７
の
計
３
４
４
５
点
。

新
サ
ー
ビ
ス
は
、
図
書
館
の

利
用
登
録
や
変
更
、
更
新
な
ど

の
手
続
き
や
講
演
会
な
ど
の
申

し
込
み
、
未
所
蔵
資
料
の
予
約

を
図
書
館
Ｈ
Ｐ
か
ら
申
請
も
で

き
る
。

ね
り
ま
電
子
図
書
館
が

オ
ー
プ
ン



英
語
の
こ
と
を
も
っ
と
知

り
た
い
方
に
朗
報

▽
子
ど
も
を
英
語
に
な
れ

さ
せ
た
い

▽
留
学
し
た
い

▽
将
来
海
外
に
住
み
た
い

▽
海
外
の
人
と
話
す
機
会

が
欲
し
い

▽
英
語
を
も
う
一
度
勉
強

し
た
い

▽
仕
事
で
英
語
が
必
要
に

な
っ
た

Ｍ
　
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の

先
生
は
英
語
講
師
歴
10
年
以

上
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
レ
ベ

ル
ま
で
、
幅
広
く
英
語
を
教

え
て
き
た
。
日
本
の
生
徒
た

ち
も
多
く
受
け
持
っ
て
き
た

の
で
、
安
心
し
て
レ
ッ
ス
ン

を
受
け
ら
れ
る
。
ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
で
楽
し
く
英
語
は
学
ぶ

も
の
、
早
く
身
に
付
け
る
コ

ツ
。レ

ッ
ス
ン
形
式
は
、
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
（
少
人
数
グ
ル
ー

プ
も
可
）。
小
学
生
か
ら
大
人

ま
で
大
歓
迎
。
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
、
レ
ベ
ル
や
希
望
に
合

わ
せ
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も

相
談
で
き
る
。
料
金
は
50
分

３
０
０
０
円
（
グ
ル
ー
プ
割

り
あ
り
）。
場
所
は
光
が
丘
３

丁
目
。

講
師
・
代
表
は
、
ミ
ゼ
ル
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
。
サ
ン
ホ

セ
コ
レ
ト
ス
大
学
教
育
学
科

卒
。
セ
ブ
島
の
語
学
学
校
で

は
、
リ
ー
ダ
ー
に
。
バ
ン
コ

ク
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
で
は
最
優
秀
講
師

に
選
出
。
２
０
２
４
年
か
ら

光
が
丘
在
住
。
ご
飯
と
ア
ニ

メ
が
大
好
き
。

無
料
体
験
受
付
中
。

【
特
色
】

①
超
少
人
数
制
授
業

ク
ラ
ス
定
員
７
名
程
度
で

生
徒
の
反
応
を
見
な
が
ら
確

実
に
わ
か
る
授
業
を
す
る
。

先
生
か
ら
の
一
方
的
な
講
義

で
は
な
く
、
ポ
イ
ン
ト
で
は

み
ん
な
で
考
え
議
論
を
導
く

授
業
。
質
問
も
し
や
す
い
。

ま
た
個
々
に
応
じ
た
サ
ポ
ー

ト
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

②
科
目
選
択
受
講
制

中
学
部
は
数
学
・
英
語
・

理
科
、
高
等
部
は
数
学
・
英

語
・
物
理
か
ら
選
択
受
講
。

③
オ
プ
シ
ョ
ン
映
像
授
業

苦
手
分
野
克
服
の
た
め
の

数
学
塾
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
授

業
も
併
せ
て
受
講
で
き
る
。

④
自
由
に
使
え
る
自
習
室

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

の
自
習
室
を
開
放
し
て
い
る
。

自
習
中
わ
か
ら
な
い
所
は
質

問
で
き
る
。

【
合
格
実
績
】

▽
高
校
入
試

〈
国
立
〉
筑
波
大
付
属
４

〈
都
立
〉
戸
山
６
　
新
宿
４

井
草
３
　
豊
島
３
　
西
２

北
園
２
他

▽
大
学
入
試

〈
国
公
立
〉
お
茶
の
水
女
大

京
都
大
２
　
京
都
府
立
医
大

埼
玉
大(

理
）
埼
玉
県
立
大
２

都
立
大
４
　
千
葉
大
２
　
筑

波
大(

理
工)

２
　
東
大(

理
Ⅰ)

２
　
東
学
大
２
　
東
工
大
２

富
山
大(

医
）

東
京
海
洋
大

山
形
大(

医)

電
通
大
２

国
際
教
養
大

〈
私
立
〉
青
山
学
院
大
２

慶
應
大
４
　
北
里
大
（
医
）

芝
浦
工
大
12

成
蹊
大
４

中
央
大
14

東
京
薬
科
大
３

東
京
理
科
大
25

法
政
大
６
　

日
大(

獣
医)

２
　
明
治
大
17

立
教
大
６
　
早
稲
田
大
14
他

【
特
徴
】

☆
部
活
動
や
習
い
事
で
忙

し
い
子
ど
も
で
も
受
講
し
や

す
い
３
つ
の
シ
ス
テ
ム

①
選
べ
る
曜
日
時
間
帯

②
学
習
進
度
も
自
由
自
在

③
安
心
の
振
替
制
度

☆
や
る
気
が
高
ま
る
３
つ

の
仕
組
み

①
講
師
責
任
担
当
制

②
ポ
イ
ン
ト
制
で
図
書
券

な
ど
進
呈

③
明
る
く
広
い
独
立
ブ
ー

ス

☆
安
心
・
安
全
の
３
つ
の

理
由①

自
分
専
用
ｗ
ｅ
ｂ
マ
イ

ペ
ー
ジ
か
ら
毎
回
の
授
業
内

容
を
家
庭
に
報
告

②
入
退
室
連
絡
メ
ー
ル
で
、

入
退
室
を
連
絡

③
光
が
丘
公
園
近
く
に
３

教
室
あ
り
自
宅
か
ら
近
い
教

室
を
自
由
に
選
択

☆
先
生
１
人
に
生
徒
２
人

ま
で
の
と
こ
と
ん
「
個
別
指

導
」
な
の
に
安
心
の
授
業
料

（
８
、
２
０
０
円
〜
）

【
指
導
方
法
】

☆
集
中
力
が
続
く
60
分
授

業
の
「
個
別
指
導
」
＆
学
習

内
容
が
定
着
す
る
ま
で
く
り

返
し
学
習
す
る
「
巡
回
指
導
」

の
セ
ッ
ト
受
講
を
奨
励
。
個

別
指
導
に
あ
り
が
ち
な
演
習

不
足
を
解
消
し
、
理
解
し
、

解
答
を
作
成
す
る
力
を
身
に

つ
け
る
。

☆
同
塾
の
価
値
観
と
理
念

が
結
集
さ
れ
た
「
５
つ
の
誓

い
」
の
下
、
一
人
ひ
と
り
に

ピ
ッ
タ
リ
の
勉
強
方
法
で
、

や
る
気
と
学
力
を
高
め
、
目

標
達
成
を
サ
ポ
ー
ト
。

子
ど
も
の
将
来
像
を
思
い

描
き
、
長
い
目
で
子
ど
も
を

見
る
。
長
所
を
褒
め
て
、
励

ま
し
、
子
ど
も
と
の
会
話
を

大
切
に
す
る
。
そ
し
て
子
ど

も
は
自
信
を
つ
け
て
、
自
立

が
促
さ
れ
る
。
確
か
に
目
の

前
の
定
期
テ
ス
ト
の
点
数
も

大
事
だ
が
、
本
来
の
目
的
を

見
誤
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け

て
い
る
。

塾
長
は
、
オ
ー
ル
５
を
取

り
続
け
、
指
導
歴
20
年
、
全

国
展
開
の
塾
の
映
像
講
師
。

塾
長
が
実
践
し
て
い
た
学
習

法
を
一
人
ひ
と
り
に
伝
授
す

る
。例

え
ば
、「
数
学
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
！
」
と
い

う
生
徒
に
は
、
ノ
ー
ト
の
書

き
方
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
教
え

た
り
、「
覚
え
方
が
分
か
ら
な

い
！
」
と
い
う
生
徒
に
は
、

暗
記
の
コ
ツ
を
教
え
た
り
、

家
庭
教
師
の
よ
う
に
丁
寧
に

教
え
る
。
１
＋
１
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

か
ら
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ

て
、
わ
か
り
や
す
く
て
い
ね

い
に
指
導
し
、
確
実
に
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

学
校
の
予
習
・
復
習
。
定

期
テ
ス
ト
対
策
。
高
校
・
大

学
受
験
対
策
。
検
定
対
策
。

看
護
系
数
学
対
策
。
春
・

夏
・
冬
期
講
習
。
そ
の
他
、

要
望
が
あ
れ
ば
柔
軟
に
対
応
。

入
塾
金
無
料
。
ま
ず
は
無

料
体
験
学
習
を
ど
う
ぞ
。

 

【
特
色
】

①
ク
ラ
ス
は
、
３
名
前
後

の
少
人
数
制
。

②
40
年
以
上
の
実
績
か
ら

生
ま
れ
た
旺
文
社
Ｌ
Ｌ
教
授

法
の
実
践
校
。
言
語
習
得
過

程
に
そ
っ
て
総
合
的
な
英
語

力
を
育
成
。

③
小
学
生
〜
大
学
生
・
社

会
人
ま
で
多
彩
な
コ
ー
ス
を

展
開
。
個
別
指
導
も
行
う
。

④
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
視
聴
覚
機

器
・
教
材
を
駆
使
し
た
立
体

的
な
授
業
。

⑤
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
、

英
単
語
検
定
、
リ
ス
ニ
ン
グ

マ
ラ
ソ
ン
の
実
施
。
学
ん
だ

こ
と
が
形
に
残
る
。

⑥
実
用
英
語
技
能
検
定

（
英
検
）
の
準
会
場
校
。
多
数

合
格
。

⑦
講
師
は
全
員
英
検
準
１

級
以
上
の
レ
ベ
ル
、
指
導
経

験
豊
富
。

⑧
２
０
２
４
年
の
英
検
合

格
者
数
69
名
。
毎
年
準
１
級

の
合
格
者
が
出
る
な
ど
生
徒

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
誇
る
。

【
指
導
方
針
】

①
こ
と
ば
の
能
力
四
技
能

（
聞
く
・
話
す
・
読
む
・
書

く
）
を
総
合
的
に
習
得
で
き

る
よ
う
適
切
な
指
導
・
訓
練

を
行
う
。

②
長
期
的
な
展
望
に
た
っ

た
指
導
に
よ
り
「
本
物
の
英

語
力
」
を
養
成
。

③
実
際
の
授
業
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
活
用
な
ど
、
学
習
効
果
が

期
待
で
き
る
指
導
法
を
実
践
。

④
生
徒
一
人
一
人
の
力
・

ニ
ー
ズ
を
理
解
す
る
親
身
な

指
導
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
を
活
用

し
た
質
問
対
応
や
英
作
文
添

削
の
実
施
。

二
十
一
世
紀
も

四
半
世
紀

春
老
若
男
女
が

知
識
を
高
め
た
く

あ
が
く

今
か
ら
学
ぼ
う

豊
か
な
人
生
は

目
前
に

勉

学



新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

令
和
７
年
は
、
巳
年
で
す
。

へ
び
が
脱
皮
を
繰
り
返
し
て

成
長
す
る
こ
と
か
ら
、
巳
年

は
、
新
し
い
自
分
に
生
ま
れ

変
わ
る
「
変
化
と
成
長
」
の

年
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
も
、
子
供
た
ち
が

健
や
か
に
成
長
し
、
笑
顔
が

溢
れ
る
一
年
に
な
る
こ
と
を

心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
子
供
た
ち
の
成

長
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
こ

と
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を

挙
げ
て
み
ま
す
。

１
自
己
肯
定
感
を
育
て
る

成
長
の
た
め
に
は
、「
で
き

る
か
な
。
よ
し
、
や
っ
て
み

よ
う
。」
と
挑
戦
す
る
意
欲
が

必
要
で
す
。
挑
戦
す
る
意
欲

を
支
え
る
の
が
自
己
肯
定
感

で
す
。
家
の
手
伝
い
や
身
の

回
り
の
こ
と
な
ど
、
子
供
た

ち
が
で
き
る
こ
と
は
、
な
る

べ
く
自
分
で
や
ら
せ
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。
失
敗
し
て
も
、

叱
ら
ず
に
努
力
や
工
夫
の
過

程
を
認
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
最
初
は
上
手
に
で
き
な

く
て
も
、
経
験
を
積
む
う
ち

に
だ
ん
だ
ん
上
達
し
て
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

自
分
で
考
え
て
や
り
遂
げ
た

経
験
は
自
信
と
な
り
、
困
難

か
ら
立
ち
上
が
る
力
や
新
し

い
こ
と
に
挑
戦
す
る
意
欲
を

高
め
ま
す
。

２
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え

る
学
校
で
は
、
朝
か
ら
睡
眠

不
足
で
眠
そ
う
な
子
や
朝
ご

飯
を
食
べ
ず
に
体
調
を
崩
す

子
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

学
習
す
る
以
前
に
、
心
と
身

体
の
準
備
が
で
き
て
い
な
い

よ
う
で
す
。
成
長
期
の
子
供

は
、
毎
日
８
時
間
か
ら
10
時

間
の
睡
眠
が
必
要
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
寝
て
い
る
間

に
、
心
身
の
疲
労
が
回
復
し

成
長
が
促
さ
れ
ま
す
。
脳
で

は
、
知
識
や
記
憶
が
整
理
さ

れ
ま
す
。
夜
更
か
し
を
し
た

り
、
寝
る
前
ま
で
ス
マ
ホ
や

テ
レ
ビ
を
観
た
り
し
て
い
る

と
、
睡
眠
の
質
が
悪
く
な
り
、

健
や
か
な
成
長
を
十
分
に
促

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
朝
ご
飯
を
し
っ
か
り
食

べ
る
こ
と
で
、
身
体
や
脳
が

目
覚
め
、
学
習
に
も
根
気
強

く
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。３

笑
顔
で
じ
っ
く
り
話
を

聞
く今

の
時
代
は
、
大
人
も
子

供
も
帰
宅
し
て
か
ら
寝
る
ま

で
に
や
る
べ
き
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
で
し
ょ
う
。
じ
っ

く
り
話
を
聞
く
時
間
な
ど
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
毎
日

は
無
理
で
も
、
週
末
に
余
裕

が
あ
る
時
だ
け
で
も
よ
い
と

思
い
ま
す
。
笑
顔
は
無
言
の

承
認
で
す
。
自
分
の
話
を
笑

顔
で
黙
っ
て
聞
い
て
も
ら
え

る
こ
と
で
、
子
供
は
自
分
の

気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
も
ら

え
て
い
る
と
い
う
安
心
感
に

つ
な
が
り
ま
す
。
…
…

と
い
っ
た
よ
う
に
あ
ま
り
よ

い
意
味
で
な
い
例
え
に
使
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
良

い
容
姿
や
毒
を
も
つ
種
が
多

く
存
在
す
る
こ
と
、
脱
皮
を

繰
り
返
す
様
子
な
ど
が
、
そ

の
原
因
の
よ
う
で
す
が
、
逆

に
そ
う
し
た
強
い
生
命
力
か

ら
「
復
活
・
再
生
」
の
象
徴

と
さ
れ
、
神
の
使
い
と
し
て

信
仰
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
有
名
な
も
の

に
は
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
登

場
す
る
医
神
ア
ス
ク
レ
ピ
オ

ス
が
持
つ
杖
「
ア
ス
ク
レ
ピ

オ
ス
の
杖
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
へ
び
が
巻
き
付
い
た
杖

は
、
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
の
旗
章
に
あ
る
よ
う
に
、

世
界
的
に
医
療
の
象
徴
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
も
、
へ
び

が
登
場
す
る
神
話
と
し
て
は
、

古
事
記
や
日
本
書
紀
に
登
場

す
る
「
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
」

が
有
名
で
す
。
頻
繁
に
氾
濫

す
る
河
川
を
、
長
く
く
ね
く

ね
と
し
た
へ
び
の
体
に
た
と

え
て
、
そ
の
へ
び
を
「
ヤ
マ

ト
タ
ケ
ル
」
が
退
治
す
る
さ

ま
を
治
水
に
な
ぞ
ら
れ
た
こ

と
か
ら
誕
生
し
た
と
い
う
説

も
あ
り
、
へ
び
を
古
く
か
ら

水
神
と
し
て
祀
っ
て
い
る
地

域
も
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

家
の
守
り
神
や
大
地
の
主
、

そ
し
て
お
金
を
運
ん
で
く
れ

る
動
物
と
し
て
崇
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
特
に
白
蛇
は
弁

天
様
の
お
使
い
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

過
去
の
巳
年
が
ど
の
よ
う

な
年
で
あ
っ
た
か
を
み
る
と
、

興
味
深
い
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
１
９
８
９
年
に
は
、
１

月
の
昭
和
天
皇
崩
御
を
受
け

て
「
平
成
」
の
幕
開
け
。
ま

た
、
４
月
か
ら
は
消
費
税

（
当
時
は
３
％
）
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
２
０
０
１
年
に
は
、

省
庁
が
再
編
さ
れ
ま
し
た
。

「
第
１
次
小
泉
内
閣
」
が
誕
生

し
て
い
ま
す
。「
ア
メ
リ
カ
同

時
多
発
テ
ロ
事
件
」
も
起
き

て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年
に

は
、
富
士
山
が
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
み
る
と
、
巳
年
は
、
そ

れ
ま
で
の
大
勢
か
ら
の
大
き

な
変
化
と
転
換
が
起
こ
る
年

で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

巳
年
に
あ
た
り
、
大
人
も

子
供
も
初
心
に
戻
っ
て
「
再

生
」
を
懸
け
る
一
年
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 

 

 

【
６
年
生
の
生
活
】

６
年
生
の
み
ん
な
は
、
学

校
を
支
え
る
仕
事
に
取
り
組

ん
だ
り
学
習
を
が
ん
ば
っ
た

り
と
、
忙
し
く
も
充
実
し
た

毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
６
年
生
の
学
校
生
活

を
紹
介
し
ま
す
。

▽
朝
か
ら
仕
事
を
し
て
い

ま
す
＝
全
校
朝
会
で
は
、
全

校
の
み
ん
な
へ
の
あ
い
さ
つ

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
が
ん

ば
っ
て
ほ
し
い
こ
と
や
気
を

付
け
て
ほ
し
い
こ
と
を
毎
週

考
え
て
伝
え
て
い
ま
す
。
毎

朝
、
校
章
旗
を
揚
げ
て
い
ま

す
。
秋
の
陽
小
の
子
供
た
ち

が
元
気
に
勉
強
し
て
い
る
証

で
す
。
▽
授
業
で
は
学
び
合

っ
て
深
め
て
い
ま
す
▽
様
々

な
行
事
で
も
活
躍
し
て
い
ま

す
▽
委
員
会
・
ク
ラ
ブ

こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
６
年

生
は
大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
残
り
３
か
月
で
卒

業
し
ま
す
。
６
年
生
の
思
い

を
形
に
し
て
い
き
、
子
供
た

ち
に
と
ッ
っ
て
思
い
残
す
こ

と
な
く
卒
業
を
迎
え
ら
れ
る

よ
う
に
、
さ
ら
に
充
実
し
た

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
き
ま

す
。【

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

▽
令
和
６
年
度
第
三
ブ
ロ

ッ
ク
交
流
会
　
２
年
生
の
部
　

第
１
位
　
１
年
生
の
部
　

第
２
位
　
優
秀
選
手
　
２
年

１
名【

社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
】▽

第
74
回
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
　
ポ
ス
タ
ー
部
門

感
謝
状
受
賞
　
３
年
１
名

【
卓
球
部
】

▽
第
61
回
練
馬
区
中
学
校

生
徒
総
合
体
育
大
会
卓
球
新

人
大
会
　
団
体
の
部
＝
女
子

準
優
勝
　
都
大
会
へ

【
陸
上
競
技
部
】

▽
豊
島
区
民
駅
伝
徒
競
走

大
会
＝
第
２
位
　
１
年
４
名

【
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
】

▽
第
24
回
練
馬
ジ
ュ
ニ
ア

カ
ッ
プ
＝
優
勝
　
優
秀
選
手

賞
　
１
年
１
名

▽
光
が
丘
カ
ッ
プ
＝
準
優

勝
　
優
秀
選
手
賞
　
２
年
１

名
【
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
】

▽
第
24
回
練
馬
ジ
ュ
ニ
ア

カ
ッ
プ
＝
優
秀
選
手
賞

１
年
１
名

▽
光
が
丘
カ
ッ
プ
＝
優
秀

選
手
賞
　
２
年
１
名

【
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

▽
第
三
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
大

会
＝
第
６
位
　
優
秀
選
手
賞

２
年
１
名

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

▽
光
が
丘
カ
ッ
プ
＝
優
勝

優
秀
選
手
賞
　
２
年
１
名

▽
令
和
６
年
度
東
京
都
中

学
校
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー

ル
＝
佳
作
　
２
年
１
名

▽
中
学
生
の
「
税
に
つ
い

て
の
作
文
」
＝
練
馬
区
教
育

委
員
会
教
育
長
賞
　
３
年
１

名

「
為
せ
ば
成
る
」
や
ろ
う

と
思
っ
て
努
力
す
れ
ば
必
ず

で
き
る
、
そ
う
い
っ
た
意
味

を
も
ち
、
座
右
の
銘
に
挙
げ

て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

江
戸
時
代
の
米
沢
藩
主
、

上
杉
鷹
山
の
言
葉
と
し
て
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
鷹
山
は

十
七
歳
で
米
沢
藩
主
と
な
り

ま
し
た
が
、
そ
の
当
時
の
米

沢
藩
は
莫
大
な
借
財
を
か
か

え
身
動
き
の
と
れ
な
い
状
態

で
し
た
。
普
通
で
あ
れ
ば

「
到
底
無
理
だ
」
と
投
げ
出
し

て
し
ま
う
く
ら
い
の
酷
い
状

況
下
で
鷹
山
は
、
復
興
へ
の

決
意
を
強
く
固
め
、
春
日
神

社
、
白
子
神
社
に
誓
詞
を
奉

納
、
誓
い
を
立
て
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
決
意
の
通
り

様
々
な
倹
約
や
改
革
を
行
っ

て
、
見
事
に
財
政
を
立
て
直

し
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
か
、

推
定
約
２
万
人
の
餓
死
者
を

出
し
た
と
い
わ
れ
る
、
天
明

の
大
飢
饉
の
際
も
、
平
年
の

５
倍
に
は
ね
上
が
っ
た
米
１

万
俵
を
買
い
上
げ
、
領
民
に

分
け
与
え
、
米
沢
藩
で
は
１

名
の
死
者
も
出
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

こ
こ
で
は
紹
介
で
き
ま
せ

ん
が
、
財
政
立
て
直
し
の
た

め
鷹
山
は
、
実
に
様
々
な
手

を
講
じ
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
人
は
ぜ
ひ
調
べ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
私
自
身
の
こ
れ

ま
で
の
「
い
ろ
い
ろ
手
を
尽

く
し
た
け
れ
ど
も
無
理
だ
っ

た
」
は
ま
だ
ま
だ
甘
か
っ
た

な
、
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。こ

の
言
葉
に
続
き
が
あ
っ

て
「
為
せ
ば
成
る
　
為
さ
ね

ば
成
ら
ぬ
何
事
も
　
成
ら
ぬ

は
人
の
為
さ
ぬ
な
り
け
り
」

ど
ん
な
こ
と
で
も
や
ろ
う
と

思
っ
て
努
力
す
れ
ば
必
ず
実

現
で
き
る
。
逆
に
、
無
理
だ
、

と
思
っ
て
あ
き
ら
め
て
努
力

し
な
け
れ
ば
実
現
は
で
き
な

い
。
や
る
気
の
大
切
さ
を
伝

た
え
て
い
ま
す
。
…
…

「
為
せ
ば
成
る
」

光
が
丘
第
二
中
学
校
　
校
長
　
水
谷
　
実
岐

光
が
丘

秋
の
陽
小
学
校

校
長
　
前
田
　
紀
子

光
が
丘第

一
中
学
校

校
長
　
豊
田
　
貴
志

光
が
丘第

三
中
学
校

校
長
　
蓮
池
　
和
彦

令
和
七
年
　
巳
年

〜
変
化
と
成
長
の
年
に
〜

光
が
丘
四
季
の
香
小
学
校
　
校
長
　
繁
田
　
幸
江

…
…
今
年
の
干
支
は
巳
年

（
へ
び
年
）
で
す
。
へ
び
と
言

え
ば
「
蛇
足
」「
や
ぶ
へ
び
」

「
鬼
が
出
る
か
蛇
が
出
る
か
」

光
が
丘
第
八
小
学
校
　
校
長
　
世
古
　
徳
浩

巳

年

に

思

う

学
習
や
活
動
・
活
躍



２
月
14
日
（
金
）
の
バ
レ

ン
タ
イ
ン
に
向
け
て
光
が
丘

Ｉ
Ｍ
Ａ
で
は
各
店
舗
で
多
く

の
限
定
商
品
を
取
り
揃
え
て

い
る
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
専
門
店
で

お
馴
染
み
の
「
リ
ン
ツ
シ
ョ

コ
ラ
ブ
テ
ィ
ッ
ク
」
で
は
限

定
の
リ
ン
ド
ー
ル
テ
イ
ス
テ

ィ
ン
グ
セ
ッ
ト
が
発
売
さ
れ

て
い
る
。
期
間
限
定
の
バ
レ

ン
タ
イ
ン
、
ダ
ー
ク
ス
ト
ロ

ベ
リ
ー
、
ホ
ワ
イ
ト
ペ
パ
ー

ミ
ン
ト
を
含
む
ア
ソ
ー
ト
。

リ
ン
ド
ー
ル
の
美
味
し
さ

と
楽
し
さ
を
詰
め
込
ん
だ
、

自
分
へ
の
ご
褒
美
や
贈
り
物

に
も
お
す
す
め
で
き
る
。
テ

イ
ス
テ
ィ
ン
グ
セ
ッ
ト
で
お

気
に
入
り
の
味
を
見
つ
け
よ

う
。リ

ン
ド
ー
ル
は
、
愛
ら
し

く
華
や
か
な
包
み
で
お
な
じ

み
の
リ
ン
ツ
の
一
番
人
気
の

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
。

地
下
１
階
の
ポ
ッ
プ
ア
ッ

プ
ス
ト
ア
「
コ
ト
イ
チ
」
で

も
１
９
０
３
（
明
治
36
）
年
、

ベ
ル
ギ
ー
で
誕
生
し
た
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
店
舗
「
デ
ジ
レ
ー
」

を
展
開
。
デ
ジ
レ
ー
は
代
々

受
け
継
が
れ
た
伝
統
の
レ
シ

ピ
を
も
と
に
熟
練
シ
ョ
コ
ラ

テ
ィ
エ
の
確
か
な
技
術
と
新

し
い
発
想
か
ら
創
り
上
げ
る

本
場
ベ
ル
ギ
ー
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
。
代
表
作
の
『
ト
リ
ュ
フ
』

を
は
じ
め
と
す
る
長
年
に
渡

り
愛
さ
れ
続
け
る
上
質
な
味

わ
い
を
心
ゆ
く
ま
で
愉
し
め

る
。ご

褒
美
は
さ
ら
に
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
専
門
店
以
外
で
も
菓

匠
清
閑
院
や
源
吉
兆
庵
な
ど

和
テ
イ
ス
ト
お
菓
子
も
あ
れ

ば
、
Ｆ
Ｌ
Ｏ
、
銀
座
コ
ー
ジ

ー
コ
ー
ナ
ー
も
期
間
限
定
の

生
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
取
り
揃

え
て
い
る
。
ペ
コ
ち
ゃ
ん
で

お
な
じ
み
の
「
不
二
家
ミ
ル

キ
ー
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
」
で

は
と
て
も
愛
ら
し
い
「
ペ
コ

ぽ
こ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
缶
」
を

用
意
。

他
に
も
光
が
丘
Ｉ
Ｍ
Ａ
で

は
沢
山
の
商
品
を
用
意
し
て

い
る
。
こ
の
機
会
に
光
が
丘

Ｉ
Ｍ
Ａ
に
お
越
し
を
。

 

題字　初代校長　綿貫明夫先生

記念式典は落ち着いた雰囲気の中で粛々と執り行なわれた一方、祝賀
会ではがらりと雰囲気が変わり、各学年の合唱や来年度からの新標準
服と新体操服の披露などがあり、華やかで楽しいかいとなりました。

光が丘第一中学校は今年、40周年を迎えました。

2024年12月14日（土）に光が丘第一中学校の40周年記念式典ならびに祝賀会が本校体育館で行
われました。本校の開校は40年前の昭和59年4月までさかのぼります。
光が丘地域初の中学校として開校し、4学級143名の生徒から始まりまし
た。そして現在では4636名もの卒業生たちを送り出してきた歴史のある
学校となりました。この大きな節目を全校生徒だけでなく地域・保護者
の方、そして多くのご来賓の皆様とともにお祝いできたことはたいん喜
ばしいことです。
式典は厳かに、祝賀会は賑やかに進みました。今回の祝賀会での目玉企画は「新標準服と体育
着・ジャージ」のお披露目でしたが、劇あり、ファッションショーあり、ダンスありとたいへん盛
り上がりました。今回の祝賀会の企画を考えてくださったのは、開校40周年記念行事実行委員の皆
様でした。実行委員の皆様から感じたのは『我が街の我が学校』の節目を祝おうという情熱です。
そして生徒の皆さんも一緒に楽しめる会にということを第一に考えてくださいました。当日の朝の
リハーサルまでシナリオの変更があり、直前まで準備をしてくださいました。光が丘第一中学校が、
地域の皆様に愛されて過ごしてきたのだということを強く感じた瞬間でもありました。

校長　豊田　貴志「これまで」と「これから」

実行委員長挨拶　　　　実行委員長　下津信幸
実行委員会は令和5年6月から始動しました。飲
食を伴う大人が中心の会ではなく『生徒と作る
祝賀会』をコンセプトに、記念品のデザイン画
を美術部にお願いしたり、各学年での合唱を披
露してもらったりと、生徒たちがメインとなる
ようなプログラムを考えました。

司会紹介
祝賀会の司会を勤めてくださったのは平成
27年度卒業生で現広島ホームテレビのアナ
ウンサーの野村　舞さんです。沼田先生の
授業を受けたことがあるそうです！
卒業生が活躍していると嬉しいですね。
野村さんの司会進行のおかげでとても盛り
上がりました♪
ありがとうございました！ 広報誌　第107号　令和6年12月25日発行

光一中だより　令和６年度　第9号　令和7年1月10日　より


